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序 文

わが喜界島は，新世代第 3紀鮮新世の島尻層を基盤に琉球石灰岩，

志戸桶層，隆起E珊瑚礁，砂丘の地層から形成された島です。

本町における埋蔵文化財の最初の発掘調査は昭和32年九学会によ っ

て行われ，荒木農道遺跡，巌島神社などいくつかが発見され，縄文後

期の土器片，石斧，貝器，骨器等が，また喜界高校々庭からは縄文前

期の轟式土器に類似した土器片が出土しています。

そうした中で，昭和61年度には先山遺跡発掘と熊本大学によるハン

タ遺跡の発掘調査がなされ大きく前進した年でありました。

今回は，「県営畑地帯総合土地改良事業 (島中地区)J の実施に伴い

「島中 B遺跡発掘調査事業」として文化庁並びに県教育委員会の指導

援助を得て発掘調査を実施することができました。

本書は，その報告書であります。この調査結果が土地改良事業実施

にあた って適切に活用されるよう念願するとともに 文化財保護に活

用いただければ幸いです。

尚，炎天下のもと大変なご尽力をくださ った県文化課の調査員の先

生方をはじめ，指導者，作業協力者及び協力いただいた地主の方々に

厚 くわ礼申し上げます。

平成元年3月

喜界町教育委員会

教育長折田国雄



例 仁3

1. この報告書は県営畑地帯総合土地改良事業(島中地区)に伴う埋

蔵文化財発掘調査報告書である。

2.本書で用いたレベル数値はすべて海抜絶対高である。

3.遺物番号は出土遺物，表採遺物すべて通し番号とし，挿図，図版

とも一致する。

4.本書の執筆，編集は井ノ上が行った。

5.遺物は喜界町教育委員会で保管し 展示・活用する。
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第 I章 調査の経過

第 1節調査に至るまでの経過

鹿児島県教育委員会(以下県文化課)では，県下の市町村教育委員会と連携し，文化財の保

存・活用をはかるため 各開発関係機関との聞で 事業区域内における文化財の有無及びその

取り扱いについて事前に協議し 諸開発との調整をはかっている。

この事前協議制に基づき，鹿児島県農政部農地整備課(喜界土地改良出張所)は，喜界町内

において「県営畑地帯総合土地改良事業(島中地区)Jを計画し，事業区域内の埋蔵文化財の有

無について県文化課に照会した O

これをうけて，昭和62年 4月当該地区の埋蔵文化財分布調査を県文化課及び喜界町教育委員

会社会教育課(以下町社会教育課)と合同で実施した。

分布調査の結果，当該事業区域内に土器片の散布を確認したため，文化財の保存と事業の推

進との調整に資することを目的として 国及び県の助成を得て 喜界町教育委員会が調査主体

となり，発掘調査を実施することとな った。調査は県文化課に依頼し 昭和63年 5月9日から

6月 2日まで実方包した。

第2節調査の組織

調査主体者 喜界町教育委員会

調査責任者

調査事務

// 

// 

~ 

~ 

// 

教 育長

社会教育課長

課長補佐

折田国雄

太利博美

築園清光

社会教育主事 坂元洋 =

社会教育指導員 西 島 昭 雄

調査担当者 鹿児島県教育庁文化課 文 化 財 研 究 員 鶴田静彦

主 事井ノ上秀文

調査指導者 鹿児島県文化財保護審議会委員 河口貞徳

なお，調査企画等において，県教育庁文化課長 ・吉井浩一，同課長補佐 ・奥園義則，同主幹

立園多賀生，同文化財研究員兼埋蔵文化財係長 ・吉元正幸，同企画助成係長 ・京田秀允，同係

の各氏の指導 ・助言を得た。

第3節調査の経過と概要

発掘調査は，昭和62年に遺物の散布を確認し，遺跡の範囲と考 えら れる地域に， 合計22箇所

の トレ ンチ を設定 して実施した。 トレ ンチの大きさは地形などを考慮して， 2 x 4 mを一基本と

したが，場所によ っては 2X2mとしたものもある。また，基本トレンチの発掘調査により拡

張の必要が認められた箇所については，任意に拡張して調査を継続した。
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遺跡内には地表面に類須恵器や染付等の細片が少量散布していた。調査の結果，耕作や個人

による造成等により，包含層まで自Ij平されている部分もかなりあった。場所によっ ては表土の

下はサンゴとなる部分も数箇所あ っt.:.o 遺物は IT，皿層から類須恵器，青磁， 白磁，染付等が

出土した。刊層からは日寺期不明の土器片が出土するトレンチが数箇所あった。遺構は焼土や木

炭片が入った落ち込み等が確認されたがその時期や性格などは明らかでなしユ。

以下，発掘調査の経過については日誌抄により略述する。

5月9日 (月) 町教育委員会にて調査の打合せ。発掘用具運搬，点検。作業員に調査上の留

意点等の説明。 1，2，3トレ ンチ設定，掘り下げ。

5月10日 (火) 1， 2， 3トレ ンチ掘り下げ。

5月11日 (水) 1， 2， 3トレ ンチ掘り下げ，出土状況写真撮影， トレンチ位置図作成。3

トレ ンチ遺物出土状況実測，遺物とりあげ。4トレンチ設定，掘り下げ。

5月12日 (木) 1， 2， 3トレ ンチ掘り下げ。1トレ ンチで落ち込みらしきものを確認した

ので東側 を1x 5 m拡張。2トレン チ遺物出土状況実測， 遺物と りあげ。4ト

レンチ土層断面写真撮影。

5月13日 (金) 1トレ ンチ遺物出土状況写真撮影，実測，遺物とりあげ。 2，3トレンチ土

層|断面写真撮影。 5，6，7トレ ンチ設定，掘 り下げ。

5月14日 (土) 1トレンチ落ち込み掘り下げ，写真撮影。 2，3，4トレンチ土層断面実測E

6， 7卜レ ンチ掘 り下げ。6トレンチ遺物出土状況写真撮影。 8，9トレンチ

設定，掘り下げ。

5月16日(月) 1トレンチ落ち込み部分実測。6，7， 8， 9トレンチ掘り下げ。6トレン

チ遺物出土状況実測，遺物とりあげ。9トレンチで焼土らしきものを確認した

ので北側 2x 1 m ，西側IJ2 x 1 m拡張，掘 り下げ。10トレンチ設定，掘り下げ。

5月17日 (火) 雨のため作業中止。今後の調査計画等について町教育委員会で打合せ。 5ト

レンチ土層断面実行PJo

5月18日 (水) 1卜レンチ落ち込み部分実測。6，8， 9， 10トレンチ掘り下げ。7トレ ン

チ遺物出土状況実測。8トレンチ土層断面実測。9卜レンチ焼土部分断面実測。

11トレンチ設定，掘 り下げ。8，9，10，11卜レンチ位置図作成。

5月19日 (木) 1トレ ンチ落ち込み部分確認のための小トレ ンチ設定，掘り下げ。6トレ ン

チ土層断面写真撮影，実測。 7，8，9，11トレ ンチ掘り下げ。8トレンチ土

層断面実測。

5月20日(金) 1トレ ンチ落ち込み部分土層断面写真撮影，実測。 7，9， 11トレ ンチ掘り

下げ。9トレ ンチ土層断面実測。11トレ ンチで落ち込み確認， 写真撮影，掘 り

下げ。

5月23日 (月) 7トレ ンチ掘り下け、o 9， 11トレ ンチ清掃。12，13トレンチ設定，掘り下げ

2，3，4，5，6，8トレンチ埋め戻し。
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5月24日 (火) 1トレンチ土層断面写真撮影，実測。7， 12， 13トレンチ掘り下げ。7トレ

ンチ上層遺物出土状況写真撮影，遺物取り上げ。9トレンチ土層断面写真撮影。

11トレンチ落ち込み部分範囲確認のため拡張。

5月25日(水) 雨のため作業中止。 町教育委員会にて打合せ。土地改良出張所に現在の状況

を説明。

5月26日(木) 10トレンチ遺物出土状況実測，遺物取り上げ，土層断面写真撮影。 12トレ ン

チ土層断面写真撮影，実測。14，15， 16トレンチ設定，掘 り下げ。

5月27日 (金) 11トレ ンチ落ち込み掘り下げ，写真撮影，実測。13，14， 15， 16トレ ンチ掘

り下げ。14トレ ンチ土層断面写真撮影。16トレンチ遺物出土状況写真撮影。 17

トレンチ設定，掘り下げ。

5月28日 (土) 7 ， 13， 15， 17トレ ンチ掘り下げ。10，11， 16トレ ンチ土層断面実測。11，

16， 17トレンチ土層断面写真撮影。 15，16トレンチ遺物出土状況実測。18トレ

ンチ設定，掘り下げ。

5月30日 (月) 7トレ ンチ掘り下げ 遺物出土状況実測。13トレンチ掘り下げ，遺物出土状

況写真撮影，実測。14トレンチ土層断面実測。 15トレ ンチ遺物出土状況実測，

土層断面写真撮影，実測。17トレンチ土層断面実測。18トレンチ掘り下げ。19，

20， 21， 22トレンチ設定，掘り下げ。

5月31日 (火) 7トレンチ遺物出土状況写真撮影，遺物とりあげ，掘り下げ。18，19， 20， 

21， 22トレ ンチ掘り下げ。19，20， 22トレンチ土層断面写真撮影，実測。9，

11， 12， 14， 16， 17トレ ンチ埋め戻し。

6月1日 (水) 7， 18， 21トレ ンチ掘り下げ 土層断面実測。13トレンチ土層断面実測。18

トレ ンチ土層断面写真撮影。 21トレンチ遺物出土状況写真撮影。9，13， 15ト

レンチ埋め戻し。

6月2日(木) 7 ， 21卜レ ンチ清掃，土層断面写真撮影。1，7， 18， 19， 20， 21， 22トレ

ンチ埋め戻し。発掘用具水洗い後点検 運搬収納。発掘調査終了。

6月6日(月)から県文化課埋蔵文化財収蔵庫において整理作業を行う 。
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第 E章 遺跡の位置及び環境

島中B遺跡、は，鹿児島県大島郡喜界町島中に所在する。

遺跡の所在する喜界町は 奄美群島の中の 1つの喜界島に位置しており 1島で 1町をなし

ている。

喜界島は鹿児島からおよそ 380km南に位置しており 奄美大島からはおよそ42km東方に位置

している。北東から南西にかけて細長い島で，長さはおよそ 14kmで、ある。北東部から南西部に

かけてしだいに幅を広げ，最大幅はおよそ 8kmで、ある。島の周囲は約48km，西積は約56kばであ

る。

喜界島は概して平坦な隆起珊瑚礁の島で，島の中央東側の百之台で標高 224mである。この

百之台を中心に北西側へは緩やかに傾斜し， 60m ~10m の広い段丘地形が見られる。一方，こ

れにたいして，南東部は急崖となり，海岸線にそってわずかな平坦地が見られるのみである。

河川の発達に乏しく 用水はそのほとんどを地下水や湧水に依存している。

気候は亜熱帯性気候で，年平均気温23
0

Cと年間を通じて温暖であり，年降水量 も2，100mm(こ

達する。全島，ガジュマル等の常緑樹におおわれており，ブーゲンピリアやハイビスカスが咲き

みだれ，特に，新緑の頃には自生の グラジオラスや臼ユリが彩りをそえている。

本島の基盤をなし ているのは，新生代第三期鮮新世の島尻層で，琉球石灰岩，志戸桶層，隆

起珊瑚礁，砂丘が上層 を形成している。暗赤色土壌(マー ジ)が島の大部分を覆っている。

起伏の少ない平坦な地形のため耕地面積が多く，農業が島の主要な産業である。溢|暖な亜熱

帯性気候を利用して栽培されるサトウキビが島の主要農産物である。また，近年スイカやメロ

ン等の園芸作物も栽培されるようにな ってきている。伝統産業の大島紬も島のだいじな産業の

ひとつである。昭和49年奄美群島固定公園に指定された美しい珊瑚礁や，砂丘などは貴重な観

光資源とな っている。

喜界島も他の大島群島の例にもれず，琉球王朝，薩摩藩の支配下に置かれており，特に薩摩

藩の圧政に島民は苦しめられた。これ以前の時代については源氏や平氏にまつわる言い伝えや

地名が残っている。大字湾坊主前には僧俊寛の墓と伝えられるものが存在する。志戸桶の「七

城」や早町の「平家森」は平家の落人の残したものであると伝えられている。小野津の雁股の

泉については為朝にまつわる伝説ものこ つでいる。

明治以降は，湾及び早町を中心に行政区画の合併分離が何回かおこなわれ，終戦後は米軍政

下に入り，昭和28年鹿児島県大島郡下に復帰し，昭和31年に喜界町と早町村が合併して現在の

喜界町が成立したO

遺跡の所在する島中地区は，島のほぼ中央部やや北側に位置しており，島内の最高所である

百之台北側の緩傾斜面に位置する。百之台からの傾斜が緩やかになる山裾に集落が広がり，同

様に北側には大朝戸，西日，南側には滝川，城久の集落が存在する。集落付近から傾斜が緩や

かになり，県道喜界島循環線の走る中間，池治の集落を経てE珊瑚礁の広がる海岸へとつながる。
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集落の西側及び北側は標高10m~50m の緩やかな傾斜の畑となり サ トウキビの栽培がなされ

ている。畑の中を島中の南側の滝川集落の湧水を源とする小JlIが流れている。

島中 B遺跡は集落の北西側の畑の中に位置している。この畑は海岸ヘむかつて緩やかに傾斜

しており，遺跡の標高はおよそ40m~30m である 。

喜界島における本格的な考古学的研究は1935年(昭和10)にさかのぼる。1935年， 三宅宗悦

は湾尋常高等小学校の新校舎前の一樹の根元付近の残土の中に南島式土器片と貝殻を確認し，

湾員塚として報告している 。また，手久津久でも島を一周する新道工事中に破壊された遺跡を

確認し，南島式土器片や石斧断片，貝殻を採集しており ，手久津久貝塚として報告している 。

1955年 (昭和30) から 3年間，九学会連合奄美大島共同調査委員会考古学班により南島の調

査が行われ，その一環として昭和32年に喜界島の分布調査が実施されている。その報告には荒

木農道遺跡，荒木小学校遺跡，湾天神員塚，伊実久厳島神社貝塚，七城等が紹介されている 。

荒木農道遺跡は農道工事の際，周囲に礁を配し，腕に貝輪をはめた人骨が出土し，採集した上

腕骨に巻貝を輪切りにして作った臼玉類似品が数個挿入されていた。ほかに付近から槌石，沈

線文を施した土器の小片が出土しており，その時期は宇宿上層式に該当するものと思われる，

としている。

荒木小学校遺跡は校内北東隅の採土の際，人骨が出土し，宇宿上層式の土器片が散布してお

り，小学校西側の道路工事の際にも多くの人骨が出土し，付近には定角式の磨製石斧の出土 も

見られる，としている。

湾天神貝塚は神社建立の際表土を削平したものと思われ，石斧，土器片，貝器，骨片，獣'骨，

貝類等が出土する。土器は小片のため形式の判別が困難である，としている。

厳島神社貝塚は土器片，石器断片，獣骨，貝類等を出土する宇宿上層式の遺跡である，とし

ている。

1917年 (大正 6)地元の竹下軍陸氏により七城から採集された須恵器 5個 と滑石製石鍋 1個

についても報告している。

他に小野津，志戸桶，伊実久等の採集遺物についても報告している。

荒木農道遺跡について上原静氏は1982年 (昭和57)採集されたホラガイ製利器，螺蓋製H斧，

土器片について考察し，土器片は弥生中期末頃のものと， 地元産のものの可能性のあるものと

があるとしている 。

七城出土の須恵器と報告されている陶器については，このような陶器が南西諸島に分布するこ

とに注目し，本格的に報告したのは河口貞徳氏であった 。この陶器は南西諸島を研究する人々

は何らかのかたちで論及しているが，白木原和美氏はこの陶器を「類須恵器」として奄美大島，

徳之島，喜界島出土のものを集成している。このなかで喜界島のものは川嶺，志戸桶七城，志

戸桶当地，羽里，小野津等出土のものが報告されている 。

この類須恵器については， 1984年(昭和59)に徳之島の伊仙町で地元の四本延宏 ・義憲和氏

により窯跡が発見され， 町教育委員会により発掘調査が実施された。その結果，11 ~ 13世紀のも
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のと考えられ，類須恵器について貴重な資料を提供した(7)o

1986年(昭和61) には白木原和美氏(熊本大学)により，島の中央部北側よりに位置するハ

ンタ遺跡の発掘調査が実施された。調査の結果 宇宿上層式期の住居祉群やかまど状遺構等11

基の遺構が確認された。遺物は面縄西洞式，喜念I式，宇宿上層式等の土器と，石斧，敵石，

クガニイシ，石皿，有溝の砥石等の石器が出土している。住居祉の構造について論及し，土器

の胎土分析も行われている(8)。

また，ハンタ遺跡の調査と平行して町内の遺跡の分布調査も実施されている。その結果，そ

れまで10箇所たらずであった遺跡の数が40箇所近くと急増している(9)。

同年には町教育委員会により島の南東部に位置する先山遺跡の発掘調査も実施され，兼久式

土器や螺蓋製貝斧等が出土している(10)。

註 (1) 三宅宗悦 南島の先史時代 『人類学 ・先史学講座第16巻』 雄山閣 1941 

(2) (1)に同じ

(3) 国分直一 ・河口貞徳 ・曽野寿彦・野口義磨・原口正三 奄美大島の先史時代 『奄美その自然と文イヒ』

九学会連合奄美大島共同調査委員会 1959 

(4) 上原静 奄美・喜界島荒木農道遺跡出土のイトマキボラ製利器・弥生式土器他 『南島考古8号』 沖

縄考古学会 1983 

(5) 河口貞徳 南島先史時代 『南方産業科学研究所報告第 1巻 2号』 鹿児島大学南方産業科学研究所

1956 

(6) 白木原和美 類須恵器集成(奄美大島 ・徳之島・ 喜界島) IT"南日本文化 6号』 鹿児島短期大学南日

本文化研究所 1956 

(7) 伊仙町教育委員会 『カムイヤキ古窯跡群 1. ILJJ 1985 

(8) 喜界町教育委員会 『ノ、ンタ遺跡、J] 1987 

(9) (8)に同じ

(1日 喜界町教育委員会 『先山遺跡J] 1987 

他に 『鹿児島県地名大辞典』 角川書庖 1983 

『鹿児島大百科事典』 南日本新聞社 1981 

風土と文化 r鹿児島県風土記』 鹿児島県書屈組合 1982 

等を参考にした。
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第 1表周辺の遺跡一覧表

番号 遺 跡 名 所 在 地 地 形 遺 物 守々骨芋ー 備 考

1 八幡神社境内刷 聖子 j幸

2 下回の滝問辺 イ]ト 失 久 砂丘 上 傾須恵器

3 伊 実 久貝 塚 // 台地 先端 宇街上層式、青磁、石器、猷廿、貝

4 大 城 久 {;I} 砂 段 丘 上 類須恵器、青磁、フイゴ羽口、鉄津

5 伊砂 ーー帯 // 石器(凹石)、フイゴ羽口

6 ア ギ小 森 田 坂出 アギ小 森 田 砂丘上 面制東j同式、嘉徳 I式、石器、類須恵、出

7 日IJ 田 ク 日IJ 田 丘陵先端 宇宿上層式、類須恵出、青磁、染付、石山

8 出J 4ン 砂 段 丘 上 土器、 類須恵器、石器

9 )11 堀 中 必HdE， )11 堀 段丘 上 字宿 上層式、類須恵問、青磁、染付、石出

10 毛 西 目 毛 段 丘上 土器、類須恵器、青磁、白磁、石器

11 nl1 // 1-.戸 NII 段丘 卜 土器、類須恵出

12 /、 / タ // ヰ三 田 段丘上 喜念 I 式、 宇街J. )~式 、 Ui須恵p';y 、 石出 、 住居fd: 昭和61W. 7月調査

13 先日 井!~ ' .H 、 能mJ大朝戸知無回、能間 段 丘 上 土器、類須忠器、 青磁、染付、 石山、羽口

14 件」 ム'H;レ l十I 1ιl、sE， 台地先端 陶磁器、石器

15 先 内 先 内 段丘 t 土 日;十、陶磁郎、石日:十

1G 島 中 島 9::1 段 丘 上 類須Jむ器、青磁、石出、羽円

17 赤 i主 赤 連 砂 丘上 上部(赤述系)

18 )11 正1) // 石日，'f

19 湾天 神 貝塚 i寄 砂 丘上 土器、石器

20 総合グラ ウン ド // 久大真 砂 丘 上 嘉倍、 1. II式、土製品、 只

21 中 F[!. II 1，ぷ 中 里 砂丘 上 土器、石器、貝

22 荒木小 学 校 対t 木 砂丘上 石出、 人f

23 荒木只塚 // 丘陵先端 石訴、只

24 荒木農道 // 砂 丘 上 字宿 |二層式、只輪、 玉類、 人廿

25 手久津久只塚 子 久 j宰 久 砂丘上 石山

2G 上 嘉 1:.1;: J-: 嘉鉄大供 砂丘上 喜念I式、 宇宿1-.層式、類須恵器、青磁、石器

27 先 山 j甫 原 先 叫l 傾斜 地 兼久式、石器、蝶長製貝斧 昭和61年7月調査

28 長 M 長 七tt段丘上 類須恵器、滑石製石鍋

29 .1:，1. UIT中 学 校 '，'. fIlT 砂丘 上 石器

30 家 森 ク J-. ケ回 台 地 上 堀苦1]

31 七 I成 志 戸 桶 増 ケ ダ 台地先端 知須恵器、土培状逃構

32 ，τじt:、 ド キ雨 イシ

33 川 l峰 グ ス ク 芯 戸 桶川 峰 滑石製石鍋、南蛮焼、琉球襲、 琉球赤絵、古今里

34 坂 フじ "，. 坂 元 類須恵器、青磁、染付¥滑石製石ilr'ij

35 ~ 地 ク 類須恵器、滑石製石鍋、玉有!

3G f辰 )11 dシ 振 川 砂丘 上 土出、 l!刃、只

37 志 fi桶 H塚 。

38 島 B 島 lヤ 丘陵傾斜地
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第 E 章 層 位

調査区域は標高30m~40m の緩やかな傾斜の畑であり，畑の地力を上げるために天地返しと

称して，重機で掘り下げ，士の入れ替 えを行っているため，包含層まで削平されている部分も

少なくなかった。また，表土の下は咽層の珊瑚とな っている部分もあ った。

層位は各トレンチで若干の相違が見られるが，基本的な層位は第 2図に示すとおりである。

I 

I層 褐色の表土。色調及び硬さ等によ って， 2層に区分されるとこ

ろもある。

H層 淡褐色を呈した硬質の粘質土である。乾くとクラ ックが発達する。

青磁， 白磁，類須恵器等が出土する。

皿層 淡黒褐色を呈 し，粘質をおびた硬質土である。乾くとクラ yク

が発達す る。 II層と同様に青磁，白磁，類須恵器等が出土する。

町 | 町層 褐色を呈 し，粘質をおびた硬質土である。乾くとクラ yクが発

達する。

V 

W 

V層 淡黒褐色を呈 し 粘質をおびた硬質土である。乾くと クラック

が発達する。

M層 淡茶褐色を呈 し，粘質をおびた硬質土である。乾くとクラ ック

が発達する。時期不明の土器が出土する。

w層 明黄褐色を呈 し，粘質をおびた硬質土である。乾くと クラック

が発達する。場所によ っては色調が赤褐色あるいは茶褐色を呈 し

た樹根あるいは自然の物と考えられる黒褐色あるいは茶褐色の落

ち込みがいたる所に見られる。

珊 l 珊層サンゴ

第 2図土層模式柱状図

内ぺ
u



遺跡周辺の地形図
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第 N 章 各トレンチの調査

1トレンチは調査区北側端部に近い場所で，標高およそ 35mの地点、に当初 2X 4mの大きさ

32.50m 

⑨ 

4 . 
3 . 

2 . 

〉

⑨ 

〉、
l
l
ω
N
・N
O
ヨ

@ 

rf!9/点 b

~d思ー

第 5図 1トレンチ
。 1m 
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O
 



で設定したが，落ち込みらしきものが確認されたので，南側及び東側をそれぞれ 1mずつ拡張

して， 3 x 5 m の大 きさで調査を行った。層位は I層 .II層 ・田層 .W層が認められる。 困層

の上下には，黒色の有機質の層がわずかに見られる o W層の下は咽層のサンゴとなる。四層上

面で，落ち込みらしき土の変化 を確認し，拡張して調査を行った結果，溝状の落ち込みと考え

られるもので，確認 した部分で最大幅1.98m ，最小幅1.22m，深さが10.3mを測る。北側では

一部四層のサンゴが壁面となっている 。埋土は褐色，黒褐色及び明黄褐色の細かいブロックを

含む。底面近くには風化したサンゴ及びサンゴ塊が見られる。中から遺物等は出土していない。

トレンチ調査のため，全体の形状やその性格・時期等ははっきりしな Po

遺物は II，皿層から 出土 した。 1は類須恵器の底部である。 2は警の肩部の破片で外面にヘ

ラ描の波状文が見られ，内面には叩きらしいものが見られるが小破片のためは っきりしなし」

3は白磁の碗の口はげ口縁である 。 4はチャートの剥片で使用痕の見られるものである。 5は

砂岩を素材とするもので，表裏面共に研磨痕が見られ，側面には敵打痕が見られる。他 にチャ

ートの剥片が数点出土している 。

2トレンチは 1トレンチの南西およそ60mの標高33.5mの地点に 2X4mの大きさで設定し

た。層位は 1. II .皿 .N.W層が認められる。W層中に黒褐色の落ち込みが見られるが，こ

れは遺跡外の畑の断面等でもいたるところで同様のものが観察されており ，樹根等の自然のも

のではないかと考えられる。遺物は II.困 層から 出土する。 6は類須恵器の破片であるが小破

片のため器種等は明らかでなしl。外面は斜位の平行叩 き 内面には格子目 叩 きが見られる。

3トレンチは 2トレンチのほぼ西側およそ80mの標高約32mの地点に 2X4mの大きさで設

定した。層位は 1. II・田 .YII層が認められた。明[層には 1卜レ ンチと同様，樹根あ るいは自

然のものと考えられる落ち込みが確認された。

遺物は E層から出土した。 7は須恵器の饗の破片と考えられるもので，内外面ともに斜位の

平行叩きが見 られる。 8~ 16は類須恵器の破片である 。 8 ~ 14は饗の破片と考えられるもので

可ず汽了2

窃ミ雪 5 

〈二三ごコ
。 2cm 。 5cm 

iレ~
。 Gcm 

第 6図 トレンチ出土遺物
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2トレンチ西壁

33.00m 
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3トレンチ西壁

32.00m 

.12 
15 .・・

.19 .14 

.11 

2 20 -. 
13 . 21 .・7

17 . 8 . 
⑨ 

.10 
.18 

第 7図 2，3トレンチ
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ある。 9は警の肩部から頚部にかけての破片である。内面には端部が弧状になる格子目叩きが

見ら れ る 。 1 0~ 1 4は胴部の破片である 。 いずれも外面には平行叩 きがみら れ る 。 1 2 ， 14は内面

に格子目叩 きが見られる。15，16は底部の破片であるが， 小破片のため器種は明らかでない。

17は類須恵器と考えられるものであるが，色調等から須恵器の可能性もあるものである。壷の

底部と考えら れる破片で外面には斜位の平行叩きがみられる。18，19， 20は白磁の破片である。

18， 19は玉縁をもっ口縁部である。磁胎は灰白色で， 1 9の粕は黄色味をおびて薄し ~ o 20は底部

近くの破片である。 21は角閃石安山岩を素材とする敵石と考えられるものである。他にチャ ー

。努る場ZLU苛静電懇q

9 

-~;，rJ 

17 

d 予三~ 
。 5cm 

第 8図 2， 3トレンチ出土遺物
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トの剥片が数点出土している。

4トレンチは 2トレ ンチの北西およそ40mの標高約32mの地点に 2X4mの大きさで設定し

たO 層位は 1. II .皿 .vn層が確認されたD 困層の上部には黒色の薄い有機質層が見られる。

遺構 ・遺物等は確認されなかった。

5トレンチは 3トレンチの西およそ60mの標高約20.5mの地点に 2X4mの大きさで設定し

た。 1層の下はvn層あるいは咽層のサンゴとなる。遺構 ・遺物等は確認されなかった。

6トレ ンチは 3トレンチの南およそ50mの標高約33.5mの地点に 2X4mの大きさで設定し

た。層位は I.II.YII層が認めら れた。VJ[層中に黒褐色，茶褐色の落ち込みら しき ものがみら

一 /一一~ー~ノ;一六~ぺ

29.20m l .~ .J .-=Z戸一一一一一一ー~ヘー

f

l

j

 

5トレ ンチ凶壁

• 22 

. 
⑧ 

1m 。

4，5，6トレンチ
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7トレ ンチ東壁

34.50m 

.26 

⑩ 

.23 

. -
.24 

⑩ .25 

8トレ ンチ南壁

40.00m 

\_ .~ーベ置 。
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第10図 7，8トレンチ
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れたが，掘り下げた結果，今までのトレンチのVII層中に見られた樹根らしきものと同様のもの

であ った。

遺物は E層から出土した。22は玉縁をもっ白磁の口縁部である。内面は部分的に無柑の部分

がみられる。

7卜レンチは 1トレ ンチの南およそ 60mの標高約35mの地点に 2X4mの大きさで設定した。

層位は I ~ VII 層が認めら れた 。

遺物は血層 . VI層中から主に出土した。 23~ 25は VI 層の遺物で， 26は皿層の遺物である。23

は胴音13の破片であるが器形は明らかでなしミ。砂粒の混入の少ない比較的精製された胎土を用い

ており ，焼成はややもろしミ。色調は明茶褐色を呈して いる。内外面にわずかにススの付着がみ

られる。24，25は比較的厚手の土器で，胎土に石英，長石，角閃石を含み焼成はややもろい。

色調は茶褐色を呈して いる。26は類須恵器の饗と考えられるもので胴部の破片である。内面は

格子目 と考えられる 叩きの後 ナデ整形を施している。外面には斜位の平行叩きを施す。皿層

中には他に白磁の胴部と考えられる小破片等が出土している。VI層にはこのような遺物の出土

はなく， 23~ 25のような土器片のみである 。

8卜レンチは 2トレンチの南およそ 200mの標高40mの地点に 2X4mの大きさで設定 した。

層位は I層の下に部分的に VII層がみられ，場所によ ってはすぐ咽層になる。

遺物包含層はすでに削平されたものと考えられ，遺物はすべて I 層からの出土である 。 27~

28 

ィー231 。 5cm 

第11図 6，7，8トレンチ出土遺物
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29は類須恵器の破片で警の胴部と考えられるものである。27は外面に沈線がみられる。内面は

格子目叩き後ナデ整形を行っている。28，29はいずれも外面は平行叩きで，内面には格子目叩

きがみられる。 30，31は染付の破片である。31は草花文を描く 。31は高台に圏線を描く 。

9トレンチは 2トレンチの南西およそ 50mの標高およそ36mの地点に当初 2X4mの大きさ

トレンチの北側を 1で設定した。表層を剥しミだ時点で落ち込みらしきものが確認されたので，

m，西側の北部を 1m拡張し調査を行った。層位は I層の下はv1l層または咽層のサンゴとなる 。

9トレンチ東壁
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I層を剥いだ段階の刊層上面で，落ち込みを確認した。長径1.02m，短径0.82mの楕円形に

近い形状で，確認した面からの深さは中央部でO.llmを測る。埋土は上部に炭化物を含み，下

は赤く焼けた土である。中から遺物が出土していないので時期は明らかでな Po 1層からでは

あるが32，33の遺物が出土しているのでこの時期も考えられる。しかし，調査の段階では炭化

物が非常に生々しく，それほど古い時期の遺構で、はないのではないかとも考えられた。

32， 33の遺物がI層から出土した。いずれも類須恵器の破片であり， 32は饗の口縁部で復元

口径12.6cmを測る。口縁部が大きく外反し，端部はやや肥厚 し，外面に断面三角形の突帯を貼

り付けている。33は饗の胴部と考えられるもので，内面は格子日叩きが見られ，外面には平行

叩きが見られる。

10トレンチは 9トレンチの西およそ70mの標高約37mの地点に2X4mの大きさで設定した。

層位は 1. vn層が認められた。 I層はa，bの2層に分けられ， vn層は樹根あるいは自然によるも

のと考えられる層の変化が見られた。

遺物はすべて I 層からの出土である 。 34~37は類須恵器の饗の破片と考えられるものである 。

34は内外面ともナデ整形， 35は内面はナデ整形で外面は平行叩きの後ナデ整形を行っている。

36， 37はいずれも内面は格子目叩き後ナデ整形を行い，外面は平行叩きを施す。38は玉縁をも

11トレンチ南壁

36.40m 

1. 褐色土(少量の炭化物)
2. の (炭化物多し)

3. か (少量の炭化物)

4. 明黄褐色土

5. 明茶褐色土

6. 赤茶色焼土(炭化物多し) 建 設 ⑨ 。 1m 

第13図 11トレンチ
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つ白磁の口縁である。39は白磁の椀の口縁部である。 40は染付の口縁部で外面に波文を施すも

のである。

11トレンチは10トレンチの南西およそ80mの標高36.5mの地点に当初 2X4mの大きさで設

定したが， トレンチ北東隅に落ち込みを確認したので 1X 1.60m拡張して調査を継続した。層

位は I層の下はVH層になり 咽層のサンゴへと続く 。

I層を剥pだ段階のw層最上面で，円形に近い落ち込みを確認した。大きさは最長径0.71m，

最短径0.64mで，深さは0.24mを測る。埋土には焼け土や木炭片を含んでいる。遺物等が出土

しでいないので時期等は明らかでないが， 9トレンチの落ち込みと同様，比較的新しい時期の

ものである可能性もある。遺物は出土しなかった。

12トレンチは10トレ ンチの南およそ 50mの標高約39mの地点に 2X4mの大きさで設定した。

層位は 1. W層が認められた。場所によ っては I層の下は湘層のサンゴとなる。遺構は確認さ

れなかった。41はI層から出土した類須恵器の饗の胴部破片である。外面は平行叩きを施し，

内面は格子目叩き後ナデ整形を行っている。他に染付の小破片が数点出土した。

13卜レ ンチは 6トレンチの西およそ 50mの標高約30.5mの地点に 2X4mの大きさで設定し

た。層位は 1. II . W層が認められた。vll層には樹根等ではないかと考え られる層の変化が見

られた。

遺構等は確認されなかっ た 。 遺物は H 層から出土した 。 42~46は類須恵器の破片である 。 42は

饗の破片と考えられる。42は内面は格子日叩きの後ナデ整形を行い，外面は平行叩きの後ナデ

整形を行っている。43は内面に格子目口Pきが見られる。44は内面は放射状に広がり先端部が弧

状になると考えられる叩きが見られる。外面は格子目叩きが施される。45は内面はわずかに格

子目叩きが見られる。外面は平行叩きを施す。46は底部である。47は白磁と考えら れるが粕が

非常に薄く表面がザラザラしている。ほかにチャー卜の剥片が出土している。

14トレ ンチは 6卜レンチの南およそ80mの標高約35.5mの地点に 2X4mの大きさで設定し

た。層位は I・vl・VIl層が認められた。遺構等は確認されたかった。

5cm 

第14図 9，10，12トレンチ出土遺物
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13トレンチ東壁
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第15図 13， 14， 15トレンチ
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遺物はすべて I層から出土したものである。48は類須恵器の破片である。外面に平行叩 きが

みられる。49は白磁の口縁部で玉縁を持つものである。50は染付の碗の口縁部である。 51は摺

鉢の破片である。

15トレンチは 3トレンチの北西およそ20m標高約31.5mの地点に 2X4mの大きさで設定し

た。層位は 1. II .皿 .N.VI.VH層が確認された。台地の縁辺部に近いためわずかに傾斜し

ている。また耕作のため 皿層までは削平されている部分がある。

遺構は確認されなかった。遺物は I層からの出土が多かったが， 皿層から 2点， VI層から 1

点出土している。52は暗赤褐色を呈した土器片である。胎土に石英，長石を含み焼成はややも

ろし )0 VI層から出土したものである 。 53~57は類須恵器の破片である 。 いずれも警の胴部と考

えられる 。 53~ 56は内面は端部が弧状になると考えられる格子日叩き後ナデ整形を行っ ており，

55は格子目叩きが顕著である。外面はいずれも平行叩きが見られる。57は外面にわずかに平行

叩きが見られるのみである。58は凝灰岩を素材とする石斧片である。磨製の石斧であるが研磨

痕はは っきりしなしユ。 1層から出土しているため，傷が多くついている。
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第16図 13， 14， 15トレンチ出土遺物
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16トレンチは11トレンチの南東およそ40mの標高37mの地点に 2X4mの大きさで設定した。

層位は I.II.V!I層が認められた。

遺物は 1. II 層から出土した 。 59~61は類須恵器の破片である 。 59は内面は端部が弧状にな

る格子目叩きが見られ，外面は平行叩き後ナデ整形が見られる。60の内面はナデ整形である。

61は内面が格子目叩き後ナデ整形，外面が平行叩き後ナデ整形である。62は青磁の腕の底部で

ある。高台の内面まで糊がかかり，貫入が見られる。63，64は染付の腕の口縁部である。63は

16トレンチ西壁
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20トレンチ東壁 22トレンチ西壁

39.80m 42.20m 

第17図 16，17，18，19，20，22卜レンチ
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外面に網目文を描き， 64は外面口緑部に二条の圏線を描く 。65は砂岩を素材とする磨石の欠損

品である。60，61， 62， 65はH層の出土で，他は I層の出土である 。

17卜レ ンチは 3トレンチの南東およそ 30mの標高約35mの地点に 2X2mの大きさで設定し

た。層位は I層が a， bに分けられ，その下は百層になる。

遺物は66がI層から出土した。砂岩を素材とした磨石である。

18トレ ンチは13トレ ンチの南東およそ 60mの標高約 33.5mの地点に 2X4mの大きさで設定し

た。層位は 1.町 .V.Vll層が認められた。 1層は a， bに分けられ，傾斜地のため町 .V層

が南側では削平されている。四層中には層の乱れがみられる。

67はI層から 出土した類須恵器の破片で，内面が淡赤褐色を呈するものである。

21トレンチ西壁

⑨ . . 

69 

.70 

⑨ 

o 1m 

第18図 21トレンチ

19トレンチは 8トレンチの東およそ60mの標高

約42mの地点に 2X2mの大きさで設定した。層

位は 1. vll・咽層が認められ，場所によ ってはI

層の下はすぐ咽層のサンゴとなる。遺構，遺物等

は確認されなかった。

20トレンチは19トレンチの南西およそ40mの標

高約40mの地点 に 2X2mの大きさで設定した。

層位は 1. vll層が認めら れた。遺構，遺物等は確

認されなかった。

21トレンチは12トレンチの東およそ40mの標高

約37.5mの地点に 2X2mの大きさで設定した。

層位は I~ Vll層まで認められた 。 V 層 までは水平

に堆;干費しているが，Vll層が傾余i↓しているためVI層

下部はこの傾斜にそっており， トレンチの南側で

は堆積が見られない。

遺物は I層及びII.v.vr層から 出土した。68

は土師質の土器の椀と考えられるものの口縁部で

ある。69は類須恵器の破片である。内面はナデ整

形が見られる。外面はナデ整形を施しているが，

わずかに叩きが見られる。70は染付の仰の口縁部

と考えられるものである 。口縁部の内面に二条，

外面に一条の圏線が描かれ，外面は他にも文様が

描かれているがは っきりしなし )0 68は I層， 69は

V層，70はH層からの出土であ る。全体的な遺物

の出土 についてみ ると H層からは白磁や染付等の

破片， v層からは類須恵器や無文土器片が出土し，

-29 



百層からは無文の土器片が出土している。

22トレンチは21トレンチの南東およそ90mの標高約42.5mの地点に 2X2mの大きさで設定

した。層位は 1. VH層が認められた。

遺構，遺物等は確認されなかった。

第20図7l ~82は遺跡内で調査中に採集した遺物である 。 71 ， 72は類須恵器の破片である。71

は饗の胴音1)と考えられるもので，内面はナデ，外面は平行叩きが見られる。 72は饗の底部と考

えられるものである 。73は青磁の椀の口縁部の破片である。磁胎は灰褐色で，柑は淡緑色を呈

している。貫入が見られる。74は白磁の壷と思われるものの底部である。胴音1)からほぼまっす

ぐ高台へと続き，畳付は施粕せず，高台内面から底部は粕がかかる。内面は施紬しな Po 75~ 

81 は染付の破片である 。 75~ 77は腕である 。 76 ， 77は筒形を呈 しており， 76は圏線を描き， 77 

は雪持笹を描く 。78は皿の底部と考えられるものである 。79はひび割染付の腕の底部である。
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第19図 16，17，18，21卜レンチ出土遺物
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胴部に一条の圏線を描き，見込には一条の圏線と草花文と思われる文様を描く 。80，81は血の

底部の破片である。80は見込に海辺文を描く 。81は高台に二条の圏線を描き，見込には花文を

描く 。82はフイゴの羽口と考えられるものである。
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第20図表採遺物
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第 V 章 まとめにかえて

島中B遺跡、の調査は調査区域内に合計22箇所のトレンチを設定して調査を実施した。土層は

火山灰がなく，包含層が薄いという南島独特の堆積状況で、あり，調査区域が畑であ るため，地

力回復のため天地返しを行っており ，包含層まで撹乱されている部分も少なくなかった。

1， 2， 3， 6， 7， 13， 15， 16， 21トレンチから遺物が出土しているが， 7， 21トレンチ

からは聞に無遺物層をはさんで，上下から時期の違う遺物が出土している。

遺構は 1トレンチから溝状遺構と考えられるものが， 9， 11トレンチから焼土あるいは木炭

片等を埋土の中に混入する土壌が検出されたが，いずれもその時期や性格等については明らか

にでトきなかった。

遺物は青磁や白磁等のほか，南島にのみ出土する須恵器に類似した陶質の土器がその主体を

占めた。この須恵器に類似した陶質の土器は，その名称についていくつかの呼び方があるが今

回は類須恵器として統ー した。今回出土したものは破片が細かく その全体を把握できるよう

なものはなかったが，その特徴を見てみると，器形はそのほとんどが警と考えられるものであ

る。肩部に波状の文様をもつものが1点出土している。内面の整形は，端部が格子目となる叩

きを施すもの，この叩きの後ナデ整形を行うものなどがある。外面は格子目叩きを施すもの，

斜位の平行叩きを施すもの，このような叩きの後，ナデ整形を行っているもの等がある。この

ような特徴をもっ類須恵器は南島では以前から知られていたが，1984年徳之島の伊仙町でカム

イヤき古窯跡群の発掘調査が行われ，その生産が南島で行われていたことが明らかにな った。

またこのカムイヤキ古窯跡群の熱残留磁気測定結果は 12世紀~13世紀の年代が得られ， c年代

測定値は11世紀~ 13世紀の年代が得られている( l io このような類須恵器を出土する南島の各遺跡

では，玉縁日縁を持つ白磁等の共伴関係が知られており，今回の調査でも同様の遺物が出土し

ている。このことは層位的な調査の困難であった遺跡の時期決定のてがかりになると考えられ

る。また、細片のため明らかでないが，土師器の口縁部と考えられる遺物が出土しているが、

これがもし土師器とするならば，南島では現在のところ土師器の出土は確認されておらず，あ

きらかに須恵器と考えられるものの出土とともに，他の地域との交流を示すものである。

7トレンチ， 21トレンチではVI層から 無文の土器が出土している。この遺物は 2種類あり，

23は器壁が薄く，比較的精製された胎土を用い，色調は淡茶褐色を呈しており ，一見，弥生土

器に類似している。24，25は知名町中甫洞穴出土の轟式に類似しているが，条痕が見られない。

喜界町には赤連から轟式系の土器が出土しており，胎土等はこれにも類似している(2)0

また他に，チャート片が出土しており，これは島内に産地がないことから，他の地域との交

j定をうかがわせるものである。

註 (1 )伊仙町教育委員会，伊仙町埋蔵文化財発掘調査報告書(3) カムィヤキ古窯跡群 1. n 1985 
(2) 河口貞徳氏御教示による。
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第21図施工計画図
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遺跡遠景(南から遺跡を望む)

遺 跡近景
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調査風景(7トレンチ)

調査風景(8トレンチ)
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1トレンチ溝状遺構検出状況

6卜レンチ遺物出土状況
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7トレンチ遺物出土状況

7卜レンチ土層断面
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8 卜レンチ

9トレンチ落ち込み断面
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9卜レンチ落ち込み完掘状況

11トレンチ落ち込み断面
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11卜レンチ落ち込み完掘状況

12卜レンチ土層断面
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13トレンチ遺物出土状況

15卜レンチ遺物出土状況
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16卜レンチ遺物出土状況

19卜レンチ土層断面
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20トレンチ土層断面

21卜レンチ遺物出土状況
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出土遺物(表)

出土遺物(裏)
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出土遺物

出土石器
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28 

27 

出土遺物(表)

出土遺物(裏)
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出土遺物(表)

出土遺物(裏)
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出土遺物(表)

出土遺物(裏)
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出土遺物(表)

出土遺物(裏)
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出土遺物

滝川小学校遺跡見学会
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あとがき

島中 B遺跡の調査は梅雨前の 5 月 ~ 6 月にかけて実施された 。 発掘調査

は南島特有のマージと呼ばれる硬い赤土の掘り下げに終始し，困難をきわ

めた。調査に携わっていただいた作業員の方々は いずれも発掘は初めて

の経験であったが，重労働と細心の注意を要する作業にもしだいに慣れ，

サンゴが出てくるとがっかりし，遺物が出てくると喜びの声があがるよう

になった。このようにして しだいに文化財に対する興味が出てきたこと

は発掘調査を行った大きな成果の一つであったO 今後も先人の残した貴重

な遺産を未来ヘ残していきたいものです。

最後に，現地での発掘調査と文化課収蔵庫での整理作業に携わっていた

だいた方々の氏名を記して 感謝の意を表したい。

発掘作業・…・・盛克一 ・時元清志・野島浩一 ・東和子・玉利豊子・豊島照子

野島光枝・安村ユキエ・西島リキコ・東田タツエ・野島浩子

盛島ちず ・森美保子・ 繁原文江 ・大倉トミ・玄之内梢・ 登山

信子・伏見節枝・野島浩美

整理作業……相良政子・高瀬孝子

調査 参加者
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